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広報はこね　2019.August

広報はこね　2019.August箱根火山は、直径10㎞程度のカルデラをもつ「カルデラ火山」で、カルデラとはスペイン語で「鍋」を
意味する凹地のことです箱根火山のカルデラはJR山手線とほぼ同じ形・大きさで、周囲は30㎞程度です

「箱根芦ノ湖 “夢” 劇場 第一幕」
開演中！

照会先　箱根関所☎83－663５／恩賜箱根公園☎83－７484／森のふれあい館☎83－6006／箱根駅伝ミュージアム☎83－７５11

お待ちしていま〜す。

今年は、
箱根関所設置から

400年！
　今年は、箱根関所設置400年です。箱根関所では、「箱
根芦ノ湖“夢”劇場 第一幕」を開演しています。江戸時
代を体感できる箱根関所で繰り広げられる主なイベント
をご紹介します。ぜひお越しください。
※�この他にも「箱根芦ノ湖“夢”劇場」では、芦ノ湖を囲
む、恩賜箱根公園、森のふれあい館、箱根駅伝ミュー
ジアムでも楽しいイベントを用意しております。詳細
等につきましては、各施設までお問い合わせください。

【箱根関所ステージ】

時代演目上演
8 月18日、 9月 8日・22日、いずれも日曜日、午前10時～午後 3時の間で、 8回
程度
劇団「湯たんぽ」が面白おかしく、江戸時代の関所改めを再現します。

建物特別公開 8 月24日・31日、 9月14日・28日、いずれも土曜日
普段は入れない関所建物の中を特別に公開します。

獄屋噺
8 月2７日、 9月 3日・10日・1７日、いずれも火曜日、午後 2時、午後 2時30分の
2回
「獄屋」の中で、本当にあった関所破りのお話をお聞かせします。

箱根関所
ガイドツアー

8 月 3 日㈯・ 6日㈫・10日㈯・20日㈫・29日㈭、 9月 ７日㈯・21日㈯、午後 1時
から、 1時間程度
一歩踏み込んだ関所の歴史や魅力をご案内いたします。

謎解き関所
9 月 1 日㈰まで
上記期間中の開館時間内に開催
小中学生の皆さん、今年の夏休みは関所の謎解き問題にチャレンジ！
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す
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７
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取
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昨
今
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よ
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力
あ
る
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づ
く
り
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を
進
め
て
い
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こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て
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ま
す
。
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援
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で
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、
中
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業
等
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き
方
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実
現
に
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け
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、

①
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時
間
労
働
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②
同
一
労

働
同
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賃
金
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非
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規
労
働
者
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遇
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③
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賃
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引
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④
人
手
不
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の
解
消

に
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し
ま
す
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▼
要
望
に
応
じ
て
、
社
会
保
険
労

務
士
、
中
小
企
業
診
断
士
等
の
専

門
家
が
直
接
企
業
に
訪
問
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

▼
出
張
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
も
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
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用
し
て
く

だ
さ
い
。

戦
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者・原
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霊
と
世
界
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久
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念
の
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と
う
を

　
８
月
15
日
は
「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。

こ
の
日
は
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ

た
数
多
く
の
人
々
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
日
本
武
道
館
で
全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
正
午
の
サ

イ
レ
ン
を
合
図
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
や
家
庭
な
ど
で
、
追
悼
と
平
和

祈
念
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、

毎
年
８
月
６
日
と
８
月
９
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
式

と
平
和
祈
念
を
行
っ
て
お
り
、
広

島
市
で
は
８
月
６
日
午
前
８
時
15

分
、
長
崎
市
で
は
８
月
９
日
午
前

11
時
２
分
に
、
平
和
の
鐘
を
合
図

に
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
両
市
で
は
、

今
年
も
平
和
を
祈
る
輪
を
全
国
各

地
に
広
げ
る
た
め
、
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
時
刻
に
黙
と
う
を
捧
げ
ら

れ
る
よ
う
、
協
力
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

消費税軽減税率制度説明会
　小田原税務署では、飲食料品の取扱いがある食品製造業、食品卸・小売業、料理・旅館・飲食業の方を対象として、
本年10月の消費税率引上げに伴い実施される軽減税率制度への理解を深め、実施に向けた準備を進めるため、次のとお
り「消費税軽減税率制度説明会」を開催します。ぜひ参加してください。

○事前申込み制
○�今回の説明会では、飲食料品の取扱いのある食品製造業、食品卸・小売業、料理・旅館・飲食業の方を対象として、
次の項目を中心に説明します。
　・軽減税率対象品目とは？
　・帳簿および請求書やレシートなどの記載と保存
　・消費税額の計算と中小事業者の方の税額計算の特例

※説明会場の駐車場は、数に限りがありますので公共交通機関などを利用してください。
申込・照会先　小田原税務署　管理運営部門　☎046５ ─ 3５ ─ 4５11（代表）
　　　　　　　≪受付時間 8時30分～1７時（土日祝日除く）≫ ※音声ガイダンスに沿って『２』番を選択してください。

開催日時 開催場所 定　員

9 月 9 日㈪～13日㈮
10時～11時30分 小田原税務署　 3階会議室

小田原市荻窪440
各回とも
40名14時～1５時30分

※�享保14年（1７29）、江戸時代に
象が箱根関所を通り、八代将軍�
徳川吉宗のもとへ向かっていき
ました。


